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1. はじめに

本要領は日本塑性加工学会会誌「塑性と加工」に解説等の原稿を投稿する場合の必要な書類の作成方法および原稿の体裁，書き方などについての基準を示したものである．原稿は，Microsoft Wordファイルおよびそれより生成されたPDFにて正原稿を提出して下さい．

2. 解説原稿の基本書式

原稿全体を通しての基本書式を表1に示す．

表1　基本書式
	用紙サイズ，マージン等
	A4白紙，上下左右とも20mm，全角26字×54行×2段組・段間6～8mm 

	構成
	表題・著者，本文，参考文献

	使用文字フォント
	漢字，ひらがな，カタカナ：MS明朝
アルファベット文字：Times New Roman

ギリシャ文字：Symbol

本文文字サイズ：9pt

図表キャプション文字サイズ：8pt

	句読点
	‘，’（カンマ）と‘．’（ピリオド）を使用

	図表の配置・解像度
	本文中の説明記述箇所近くに割付け，本文との間に1行程度の余白を空ける．
ファイルに挿入する図表の解像度は300～600dpiとする．


3.　スタイル

書式を整えると同時に書誌情報抽出のために，原稿の各部分に表2に示す“スタイル”を適用する．ここで“スタイル”とはMicrosoft Wordの機能で，段落に対して設定されたフォント，インデント，タブなどの書式に名前を付けて登録したものである．表2の各スタイルは解説系レイアウト雛形Word版にてすでに定義・登録されている．この雛形を使用し，既設定の書式を崩さないように注意して文字を置き換えれば，スタイルは適正に設定されるはずであるが，投稿時には再度，スタイル名が規定通り設定されているか確認する．なおスタイルそのものの定義は変更しないこと．
表2　適用するスタイル名
	表題
	001-タイトル

	副題
	002-サブタイトル

	和文著者名
	003-著者名

	章見出し
	004-本文見出し001

	節見出し
	005-本文見出し002

	本文
	006-本文

	参考文献
	008-参考文献

	図表の番号
	009-図キャプション

	図表のキャプション
	MS明朝，Times New Romanにする．

	著者所属
	010-著者所属


4.　表題部，著者

4. 1　表題

表題はその原稿の内容と特徴を明確にし，しかも簡潔なものにする．必要ならば副題を付けることもできるが，その原稿の内容を具体的に示す表題を主題とし，大きな内容を副題とする．表題はその原稿の内容と特徴を明確にし，しかも簡潔なものにする．
4. 2　著者

著者全員の勤務先，所在地，電話番号等を記入する．ただし，現在の勤務先が研究実施場所と異なる場合は両者を併記する．
［例］
　          A 大学大学院工学研究科

　　　現在：B 株式会社技術部研究課
共著の場合，連絡者を定め，その連絡先を明記する．

5.　本 文

5. 1　見出し

(1) 章，節の見出しの字体，文字サイズ，文字スタイル（太字，斜体など）表2のスタイルを設定する．

(2) 節以下の小見出しは，(1)，(2)，･･･，あるいは (a)， (b)，・・・のように( )でくくって行の左端から書き，改行せずに1文字あけて文章を書き出す．

5. 2　文体

現代仮名づかいによる簡潔な口語体とし，漢字の字種，音訓，送りがなは常用漢字表に従う．

5. 3　句読点

読点は「，」を，句点は「．」を用いる．

5. 4　術語
術語は塑性加工標準用語辞典（一般社団法人日本塑性加工学会編），学術用語集，JISなどの標準用語を用いることを原則とする．外国の人名，会社名，書籍などは原則として原つづりとするが，一般化された術語はカタカナ書きとする．

元素名は原則として日本語で書くが，これが2個以上連なる場合には化学記号を用いる．

［例］ 0.1%炭素鋼，Al-Cu合金，Ti-6Al-4V合金，
13Cr-Fe合金，Fe-18Cr-8Ni合金

5. 5　文字・記号

数学記号（＋，×，Σなど），量記号（高さh，時間tなど），単位記号（kg，m，Pa，HVなど）はJISによる．すなわち，原則として単位は国際単位（SI）とする．SI単位とその使用法については付録1に解説してある．
5. 6　数式の書き方
(1) 数式は特に印刷に便利なように注意し，文中に数式を入れる場合には，1/4，exp(α/β)，(a+b)/(x+y)のように書く．2段の添字，指数の添字などは避ける．

  (2) 重要な式，複雑な式，後で引用したい式などは，改行して式番（通し番号）を付す．本文中で数式を引用するときは式(1)，式(2)のように記す．

(3) 原則，数式エディタを使用して作成する．数式エディタにおける文字サイズは表3の値を標準とする．
表3　数式エディタで使用する文字サイズ
	標準
	9pt

	上付き/下付き文字（メイン）
	9pt

	上付き/下付き文字（サブ）
	7pt

	シンボル
	18pt

	シンボル文字（サブ）
	8pt


ただし，数式のサイズ定義は，通常，レイアウト雛形Word版を使用しても自動的に設定されることはなく，使用しているWordソフトのユーザー設定が優先されるため，手動で設定する必要がある．
6.　図 表

6. 1  図 表
(1) 図表は真にやむを得ない場合を除き日本語表記に統一する．
(2) 図表は白黒を原則とする．なお，コンピュータシミュレーションによる応力分布図など投稿時にやむを得ずカラー原稿を提出する場合には，白黒での刷上がり時に文字や線などが見にくくならないように特に配慮する．

(3) 図表中の文字サイズは本文と同一かやや小さめ（7～9pt）とし，記号（○，△など）も十分判別できる大きさにする．特に，縮小した図を貼り付けるときは，文字，記号，線などが小さくまたは細くなり過ぎないように注意する．

6. 2  図表の解像度

挿入する図表のデータは鮮明なものを使用し，解像度は300～600dpiとする．コピーペーストを用いて挿入すると低い解像度となる場合があるため，注意する．

6. 3  図表の番号

図は写真を含め図1，図2のように，表は表1，表2のように通し番号を付ける．
6. 4  図表の説明文

図表には和文の説明文をつける．図表の説明文は組版となるので，図の下および表の上に明瞭に書く．文字サイズは8ptとする．
6. 5　図の配置

図表の幅は原則として左右の段幅以内とし，なるべく本文中のその図の説明記述箇所近くに配置する．また，和文原稿見本のように段内で左右センタリングし，本文との間は1行程度あける．

6. 6  座標軸

グラフの座標軸の説明は座標軸に沿って横書きとし，軸の矢印はつけない．また真にやむを得ない場合を除き日本語表記に統一する．
6. 7  単位の書き方（付録1参照）

一般に使用されている形式を用いる．ただし，当該記事中では書き方を統一する．また，図表中の硬さの表記については，JISに準じて慣例的に「硬さ / 記号」等と表記する．

図表に示す数値の桁数が多いときには，単位の接頭語M（メガ），k（キロ），m（ミリ）などを単位とともにスラッシュのあとに記入する．

[例]

速度　V  / mm·s−1
ひずみ　ε  / 10−2　または　ε  / %
曲率　ρ− 1  / 10−2mm−1または　曲率  / 10−2 mm−1
角度　θ  / rad　または　θ  / °
モーメント　M  / N·m

ヤング率　E  / GPa

6. 8  他の著作物からの図表の転載

他の著作物から図表などを転載する場合には，本文および図表の説明文中に文献番号を明記する．この場合，自著の場合も含めて原著者および発行者の転載許可を得ること．ただし，著作権が塑性加工学会にある場合は不要．

（注：転載許可に関する所定の用紙が学会事務局に用意してあるのでご請求下さい）

6. 9　図の配置例

図はインラインを使用せずに，ダミー改行を入れた上に貼り付けるようにする．図が(a)，(b)のようになる場合は，図の下に記号(a)，(b)を入れ，和文の説明文を入れる．
 (a) 工具直径の影響            (b) 潤滑剤の影響
図1 加工荷重に及ぼす加工因子の影響

7.　参考文献

7. 1  文献番号

文献の番号は通し番号とし，本文の引用箇所には○○1)，○○2), 3)，○○3)～5)のように右肩に小かっこを付して番号を記入する．

7. 2  未公開文献

一般に公開されていない文献は原則として引用しない．やむを得ず引用する場合は脚注とする．

7. 3  投稿中の文献

会誌発行時点で掲載雑誌名，巻，号，発行年，掲載頁が定まっていない原稿は引用しない．

7. 4  引用上の注意

文献を引用するに当たっては，その趣旨と引用範囲を明確にする．

7. 5  文献の記載形式

英文での著者名の記載は「Family name, First name, [Middle name].」で記載し，First name, Middle nameは頭文字のみ記載する．また，同じ書誌の繰り返しであっても，「同上」や「ibid.」を使用しない．
(1) 雑誌の場合　文献番号) 著者名[全員]：雑誌名，巻−号(西暦発行年)，開始ページ−終了ページ．例として1)～5)を参照．
(2) 前刷集の場合　文献番号) 著者名[全員]：前刷集名，巻[1巻のみの場合は不要]，(西暦発行年)，開始ページ−終了ページ．［例］ 6)～8)を参照．
(3) 書籍の場合　文献番号) 著者名[全員]：書名，巻[1巻のみの場合は不要]，(西暦発行年)，引用開始ページ−終了ページ，発行所．9)～11)を参照．
(4) その他の場合

①特許

文献番号) 発明者 [全員]：特許番号(公開番号または出願番号でも良い)．[例] 12)を参照．

②ホームページ情報

ホームページからの引用は，内容の更新頻度が早いため参考文献とはせず，脚注に記載する．書き方は次のようにする．

注番号) 著者名 [全員] あるいは提供元：ホームページアドレス

　[例]

　・・・・・・である注1)．・・・・・・・・・・

　・・・・・・・・・・・．（本ページ左下を参照）
③カタログ等

文献番号) 提供元名：○○○カタログ(西暦発行年)．[例] 13)を参照．
7. 6  略記法

日本語誌名を和文原稿において記述する場合は，原則として略記せず正式誌名で表記する．止むを得ず略記するときは付録2に従う．付録2にない誌名は略記しない．欧文誌名については，ISSN国際センターが作成する目録マニュアル「ISSN Manual. Cataloguing Part」と略語表「List of Title Word Abbreviations (LTWA)」に従い略記する．日本語誌名を英文原稿において記述する場合は正式誌名をローマ字表記とする．ただし，欧文誌名を持つときは，欧文誌名を使い，LTWAに従い略記する（付録3a参照）．
欧文雑誌名および単語の略記例を付録3aおよび付録3bにそれぞれ示す．会議名等は原則として通称は使用せず，Proceedings などで別途正式名称があるものは正式名称を使用する．ただし，認知度が極めて高い雑誌は例外として使用してよい（例：ASME，ASTM，ICTP等）．
年間展望等，別途，定める場合はそれに従う．
参　考　文　献
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解説系執筆マニュアル（17pt　和文：MS明朝　欧文：Times New Roman　行間隔：27）





レイアウト原稿の雛形マニュアル（14pt　和文：MS明朝　欧文：Times New Roman　行間隔：20.25）


塑性 太郎*（11pt　和文：MS明朝　欧文：Times New Roman）
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注1)　塑性工業（株）: http://www. ･･･ . ･･･�
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原稿受付　平成　22　年　4　月　1　 日


  *塑性加工学会 編集委員会 〒105-0012 東京都港区芝大門1-3-2�
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